
皆さまのご意見を
お待ちしています

お問い合わせ先
石巻市  復興政策部  地域協働課
TEL ： 0225-95-1111（代表）
FAX ： 0225-22-4995
E-mail ：iscviact@city.ishinomaki.lg.jp

アンケート結果

今後の進め方

　皆様からいただいた意見について、市では新たな財政措置が必要な課題や、より積極的に
解決に取り組むべき案件などを整理・調整し、市としての方針や方向性のとりまとめを行い
ました。
　それを、湊地区の町内会長連合会、渡波地区の行政区長会にてお示した後、市が策定する
震災復興基本計画実施計画へ反映させるなど、具体化させていきたいと考えています。

東部地区復興まちづくり だより

Vol.1

榎　壇
　石巻市では現在、“どうすれば安心して暮らし続けることができるのか ” 
“ どうすれば仮設住宅等にお住いの方々が戻ってこられるのか ”をテーマと
した東部地区※の復興まちづくりに、住民の皆さんとともに取り組んでいます。
　その一環として、昨年の 11月末から地区別に２度
の意見交換会を開催しましたので、その結果をお知
らせします。

※東部地区とは・・・
　旧北上川より東側の市街地の
うち、津波による被害が大きく、
かつ土地区画整理事業等の事業
を行わない地区を指します。
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榎壇地区

：東部地区

榎壇地区

平成 25 年 12 月から平成 26 年 1月にかけて、被災時に東部地区にお住まいの約 6,000 世帯の方に、
アンケートを実施しました。主な設問と結果は、次のとおりです。

自主防災組織等による
見回りや声かけ

防災知識の普及や意識啓発

防災訓練や防災に
関連したイベント

避難する時に支援が必要な人の
把握と、支援者の割り当て

その他

津波からまちを守る堤防

安全な避難場所や十分な備蓄

身近な商店や銀行、行政サービス
などの生活利便施設

病院やクリニック
などの医療施設
                 　　高齢者や障害者、子育て等

を支援する福祉施設
集会や文化活動、地域のイベント

などができる集会所等

道路、公園、下水道
などの基盤となる施設

交番・駐在所、消防団倉庫
など、治安や安全のための施設

バス、鉄道、コミュニティバス
などの公共交通

その他

●現在のお住まい ●今後のお住まい

●住み続けるために重要と考えられる施設

●安全・安心のために有効と思う活動
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被災前から継続して住んでいる 応急仮設住宅

みなし仮設住宅 その他
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このまま現在の場所に住み続けたい

被災前に住んでいた場所に戻りたい

市内の被災前以外の場所へ移りたい（または既に移っている）

市外に移りたい（または既に移っている）

決められない、わからない
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意 見 交 換 会 の 様 子

話 し 合 っ た 主 な 意 見

第 2回意見交換会を開催しました　【平成 26年 3月 25 日（火）　会場：榎壇会館　住民出席者：22人】

第 1回意見交換会を開催しました　【平成25年12月2日（月）　会場：榎壇会館　住民出席者：13人】

第 2回意見交換会に参加した感想・意見等
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よかった
7人

大変よかった
10人

●参加してみて●
・いろいろな意見が出たので、それをまとめてできるだけ実行してほしい。
・避難防災に関しては、町内会全員で防災訓練ができれば良いと思う。老人会、子供会、
町内会で合同実施。

・今後も意見交換会を開いてほしい。
・皆さんでの話し合い、大変よかったと思います。
・各ブロック（3テーブル）代表に発表があり、真意のある会話でした。次回の話し合
いもぜひ願いたい。区民の大勢の参加を望みたい。

・他の意見を聞いて、いろいろ参考になった。今後の取り組みをもっと考えていこうと
思った。

・榎壇のいいところや悪いところがいっぱい出て有意義だったと思う。
・いろいろな意見がたくさん出てきてよくわかった。
・震災時の避難道路、総合病院。
・司会の話の進め方が良くていろいろ話せたことが良かったと思う。自分の住んでい
る地域のメリット・デメリットが改めてわかって良かった。

・早く元に戻ってほしいですね。
・日常お会い出来ない方々とお会いできたこと、種々お話しできたことが良かった。

駅、バス停、店舗、
小・中学校が近くにある
便利なまちだ。

近くのスーパーなど
日常の利便性が高まれば、
人も集まってくる。

大きな病院があると
安心できる。

いろいろな地区から住民が
集まった比較的新しいまち
なので、コミュニティを
もっと深めていきたい。

学校が再開すれば住民も
増え、コミュニティ活動も
活発になる。

新市街地の住民との
コミュニケーションが
課題。

地域全体で
防災訓練を徹底する。

避難時のルールづくり、
マナーを守るモラルが必要。

榎壇会館ができて、
コミュニティ活動が
増えている。

徒歩で避難する場合、
JR 石巻線の軌道敷が
使えるのでは？

新渡波地区の公園に、
いざという時に避難できる
一時的な盛土をしてほしい。

水はけが悪く、
大雨の時に冠水する。

まとまった公園がない。

道路が狭く、避難時のみ
ならず日常から不便なので、
中道の踏切を拡幅して
もらいたい。

情報が聴き取りやすく、
また停電時でも機能する
防災無線等が必要。

一時避難所となる
復興公営住宅には、
3日程度の備蓄がほしい。

●安全・安心●

●コミュニティ●

●暮らしやすさ●

身近なところでも安全・安心
対策をしてほしいという意見
が多く出ました。

人が集まる場所が大切と
いう意見が多く出ました。

平成 25 年 12 月 2日　榎壇会館にて、榎壇地区の意見交換会をとり行いました。
主な意見：
・榎壇地区は、地盤沈下の影響や放流管が 1箇所しかない状況のため、雨が降ると水はけが悪くなる。排水ポンプの設置等
で解消してほしい。また、区画整理事業の調整池に流入できないか？

・避難場所が近くにない。渡波中学校が出来るまでの間、どこか近場に高い盛土をして、短期的に仮の避難場所を作ってほし
い。渡波中学校が完成した後は土を再利用して埋め立てればいい。

・海方向の津波避難タワー等の避難場所に行く人はいない。根岸の山を少し平らにして、避難目標として整備して欲しい。
・根岸の山方向の道が狭く、１２月の地震の時には渋滞した。同道路を避難路して幅員の拡幅等の整備をして欲しい。
・避難タワーがもっと身近にあった方が安心して暮らせる。渡波小学校には榎壇地区か
ら避難する人はいない。

・地区外に移転した人は、防潮堤が出来ないと戻ってこないため、早期に整備して欲しい。
・道路を広くするとか、都市計画と一緒に防災を考えていかないといけない。
・榎壇地区の道路は全体的に狭く、蜘蛛の巣のよう道路網になっている。バス通りなの
に狭い道路もある。

・道路と交差している一本堀に蓋をして、歩道等の道として使えるようにして欲しい。
・渡波稲井線を早く整備して欲しい。
・近くに病院・診療所が欲しい。


